
地域コミュニティ（まちづくり）の基本となる地域別計画（素案）を平成 21 年 11月に小田原市に提出

し、平成 22年 4 月より 2つのモデル事業（お茶会・健康ウオーキング）を始めてから５年が経過しまし

た。現在では 6つの分科会を立ち上げ、70 名以上のボランティアの方々が、それぞれの知恵を出し合

い自分たちの手で地域の課題解決に向け頑張っています。今後も地域の皆様が安心安全に暮らせま

すように、メンバーが結束して活動していきますので、よろしくお願い申し上げます。

 

 

 めざす姿（抜粋） 

 

 

 

くり委員会」が発足しました。委員会は６分科会で活動することになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年度の事業報告が木村委員長はじめ 6 分科会長、ワイワイフェ

スタ実行委員長からあり、決算報告、平成 27年度の予算、役員改選の報告、すべて承認されました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事故防止を目的とした交通安全・防犯教室〔6 月 21 日（日）開催〕や、交通安全キャンペーンなどに

よる啓発活動で、『自転車運転事故ゼロ』を呼びかけていきます。

『災害時緊急連絡シート』『安否確認名簿』を作成し、災害が発生した時のために備えます。防犯教室・パ

トロールを実施します。 

 

 
高齢者対象の『お茶会』を開催し、『健康ふれあいウォ-キング』は昨年同様、地域振興・環境美化分科会

作成の“ウォ-キングマップ”をもとに「富水の歴史と文化遺産、自然を歩こうパートⅡ」を実施します。 

未就学児、小中学校及び養護学校の行事を集約した『いずみふれあい通信』の発行と、子どもたちの

体験型教室などの開催をしていきます。

 

『富水まちづくり委員会』の各分科会活動や地域ではどんな活動・行事をやっているのか、皆さんに関

心を持っていただけるように、見やすく・わかりやすい広報紙を目指します。

『富水地区ウォーキングマップ』を見直し、記載されていない埋もれた文化遺産を再調査してマップの

充実を計ります。例年開催されている講演会の内容を検討し、今年も開催します。

 

開催日：平成 27年 4月 22日 

場所：城北ﾀｳﾝｾﾝﾀｰいずみ 
 

 

一昔前とは家族構成変わり、核家族化が進み、隣近所の関係も希薄になるなど、社会環境が

大きく変わってきました。家族の力だけでは乗り越えられない課題について、地域住民が協力

して解決することが求められてきました。 

平成２１年１１月に「地域別計画」を策定し、検討委員会を経て、平成２３年５月に「富水まちづくり

委員会」が発足しました。委員会は６分科会で活動することになりました。 
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